日本建築法制会議 第4９回 総会 議事録

日　時：　2010年３月１９日（金曜日）11時00分～13時00分

場　所：　東京都中央区京橋２丁目６番７号　４号室洋室

出席者：　９名（敬称略・50音順）　

安藤正義、大山  宏、竹川忠芳、辻 英一、平松朝彦、眞柄榮毅、

室田達郎、山田利行、柳澤孝次、

◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）

○提出資料（辻　英一）

　：『関西建築技術研究会の記録（その９）第244回~第255回』、辻　英一、2０１０年3月

　⇒1967年（昭和42年）夏発足し、42年続く本研究会とその記録に敬意を表したい！

⇒毎回の編集記録には必ず原稿に目を通し文章のわかりやすさにも努めているとのことです。

○提出資料（大山　宏）

　：「建築五会共催シンポジウム：新たな建築・まちづくりに関わる制度と仕組みはどうあるべきか」
　　　　日時：２０１０年３月１２日（金）13：00～17：00　会場：建築会館ホール

　　⇒　各団体の利己的な主張ばかりが目立つ。問題点の整理なしの共催は失敗ではないか。

　　⇒　理念法だけの建築基本法では何も解決しないのではないのか。

　　⇒　戦後の焼け野原に家を建てるという要請の中で、1950年に施行された建築基準法は、

Ｂ５版で５0～６０頁であった。

⇒地球温暖化や維持管理等の視点から社会的共通資本としての建築の具体策が必要である。

　⇒　今の日本では法律の制定があまりにも拙速すぎるのではないだろうか。

“ 帯に短し、襷に長し“的な法律が多い！

⇒　ＵＳＡのThe International Conference of Building Officials(ICBO)では５～６年の歳月をかけて議論して“ The  Uniform Building Code(UBC)“が決まる。

　　⇒　建築基準法や都市計画法や地方自治法などのさらなる連携した取組みも必要である。

⇒　フランスのパリでは、外装１％支出や視界規制などの具体的なルールによって

美しい街なみのすばらしい景観が生まれている！

　：『建築五会共催シンポジウム』、高山峯夫ブログ、２０１０．３．１５．

· 提出資料（室田達郎）

　　　：「伝統構法による木造建築の建設について」、室田達郎、

　　　：「「伝統構法」の性質に合った基準をつくるべきだ」、職人がつくる木の家ネット

　　　　　　http://kinoie.net　,２００９.１２．２５．

       ⇒　木材では、“横圧縮”により、めり込み生じる。“貫”と呼ばれる水平材が使われている伝統木造構法では、柱が傾いた場合に“貫”材自体のめりこみによって

大きな粘りを発揮する“貫によるラーメン効果“が特徴である。

⇒　木造建築はメンテナンスとセットにしてつくることが肝要である。

⇒　伝統木造建築の進展には“組合”をきちんとつくり、メンテナンスなどの責任を

果たしていくことが大切である。

　　　　⇒　明治政府の“文明開化策”とは我が国古来固有の技術を全否定なり。

○提出資料（真柄榮毅）

：「朱鷺メッセ通路落下事故設計業者県へ賠償請求３億2400万円」、新潟日報、2010．2.11．

⇒民法では“不法行為訴訟の時効は３年である。”今後の裁判所の判断はどうなるか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

